
鉄道駅総合改善事業費補助

西日本旅客鉄道株西大路駅
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1-1 補助制 ^

0補助制度の概要

公共交通やまちづくりの拠点としての駅の役割が増大している中、の特に応じて、様々な機能が期待されていることから、
鉄道利用者等の利便性を向上させる次世代ステーションの 1造を図ることを目的とし、ホームやコンコースの拡幅等の改良、
バリアフリー施設や生活支援機能施設、観光案内施設等の駅空間の高度化に資する施設の整に対して補助するものである。

0補助制度の内容

●補助率・ー・補助対象経費の3分の1以内(地方公共団体の補助金額と同額以内)※バリアフリー基本構想に位置づけられた鉄道駅のバリア
フリー施設整備については、補助率1/2以内。

●補助対象 駅改良、駅改良と併せて行うノ刈アフリー施設及び駅空間高度化機能施設の整備に係る費用
※地方公共団体も同様の補助を実施。

0 改良

ホーム・コンコースの拡幅等による安全性・利便性向上
跨線橋や人工地盤等の整備 等

0バリアフリー化

バリアフリー施設(エレベーター、ホームドア、多機能トイレ等)の整備

0 空間度化能施設の備

生活支援機能施設(保育所、病院等)
観光案内施設(観光案内所、手荷物預かり所等)

●補助対象事業者・・・鉄軌道事業者

●予の(当予ベース)

年度

予算額

H30

2,253

RI

鉄道運輸機構

2,453

R2

1,757

等

R3

単位:百万円

R4

,・★'金の流れ★

1,757

国

(鉄道・運輸機構経由)

補助金

V3

2,100

地方公共団体

鉄軌道事業者

補助金

V3
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1-2 補助制度
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2-1西大路駅改良事業概要

整備個所

業費
整備期間

整備概要

西日本旅客鉄道槻東海道本線西大

約17億円

平成29年度~令和3年度

西大は1日当たりの利用者数が33,040人とバリアフリーの本方針に掲げられた整備
である1日当たりの利用者数力《3,000人以上のであり「段差解消」を達成するため工

レベーター等の整備を行う必要があり、跨線新設やエレベーター整備、多機能トイレ整
備等によりバリアフリー化を図り、全ての鉄道利用者の利便性、安全性の向上を図る。

整備前

南口

鉄道運輸機構

＼ ψ
^

整備後

拡幅改札機新設

2段手すり新設

音声音響案内装置整備

情報提供装置整備

づCシ1'^"~'
2段手すり新設

音声音響案内装置整備

券売機蹴込改良

多機能トイレ新設

北口駅舎新設

北口

こ線橋新設

ホーム増床

エレベーター3基新設

0
0
0
0

ー
ー
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2-2西大路駅改良事業概要
整備状況図(整備前)
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2-3西大路駅改良事業概要
整備状j'● ■■

杭工事 駆体工事

鉄道運輸機構

駅舎上屋構築工事

左官工事 塗装工事
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2-4西大路駅改良事業概要
整備状況図(

●北口1階平面図

②

拡幅改札整備
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情報提供装置整備

駅事務室

四韮^

音響案内装置整備

包

2段手すり新設

倉
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●2階跨線橋全体平面図

入 ④階段

鉄道運輸機構

⑥跨線橋内装
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(参考資料)

北口駅企築工事や貯泉橋築工は、補助対象施設と補助対象外施設の工が混在

「二つEV、跨橋、バリフリ改札機、報提供装置、多能トイレ等補助対象 バリアフリー化に資する施設

バリアフリー化に資さない自社で
に^事務室、倉庫、階段(跨線からホームへ降りるため)等補助対象外如負担すべき施設

【北口駅舎構築工事】バリフリ改札機バリフりルート多機能トイレEV 眠夸線橋(2F)構築工事】"ロバリフリ改札機ハ1フりレー多機能トイレEV
一→^ー

BF補助対象

(EV、 BF改札等)

補助対象外

儁尺事務室、合庫等)

9

【ホーム(1F)改良工事】

,^,・勿珍イ, Z

補助、と助対外でが分割出来ナ'い工事の取り扱い
才基本的にEVや跨橋等補助対と駅室や階段等の補助対外工事は、経費
を分けて算出しているが、補助対象・対象外工事で共通でかかるヤード整や工用

入路の用は面按分で出※按分方法につぃては、国において補助事業採択時に決定

補助対象外

那皆段)

駅務室・倉

階段

鉄道運輸機構

//池多1乙勿紗Z?}乞4。^

ホーム床(バノフリj ート) EV

、一仁

補助対象外

(階段)

^

跨線 ー・・^,、

階段

EV



3西大路駅補助金交付状況
金六、 r3-1

■心、 2 当

令和2年度中執行

令和2年度令和2年度
交付決定額執行額

204,000,000

■ム.12 正

令和2年度中執行

令和2年度令和2年度
交付決定額執行額

19,000,000

繰越額

204,000,000

3-2ム、12,'tの主な内

第1四半期

■跨線橋新設
■エレベーター3基新設

■北口駅舎新設

■改札機新設

■多機能トイレ新設

■ホーム増床工事

■2段手すり新設、音声音響案内装置新設、券売機蹴込改良等

令和3年度中執行

第2四半期第3四半期

繰越額

19,000,000

10

第1四半期

.^、

第2四半期

第4四半期

204,000,000

令和3年度中執行

第3四半期

令和3年度
執行額合計

204,000,000

鉄道運輸機構

第4四半期

17,440,000

執行合

204,000,000

単位:円

額の確定額

204,000,000

令和3年度

執行額合計

17,440,000

執行 合

17,440,000

単位:円

額の確定額

17,440,000

六
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4補助金交付手続きと審査実績
・1 助金交付手士フロー

令和2年度当初予算

国

交付
決定

: R2.4.8

機構

▼

〔通知〕

実施

交付

申請

(審辛)

交付
決定

: R2.4.8

R3.4.6:
〔報告〕

実施

状況

報告

R2330:

交付

申請

.

■

■

事業者
(JR西日本)

■

冒

■

■

年度終了

■

■

〔ゞ'知〕

R3.4.20:
〔報告〕

年度終了

報告

R3.3.22 ・

〔報告〕

実施

状況

報告

■

首

R3.4.15:

〔報告〕

年度終了

報告

額の確定
通知

: R4.4.1 1

鉄道運輸機構

R4.4.5:
〔報告〕

完了実績

報告

(審査)

■

▼

〔通矢の

額の確定
通知

R4.4.11

■

◆■冨■

■

■

R4329:
〔報告〕

完了実績

報告

師

精算払

現地審査
R42,フ

R4.4.1 1:

精算

: R4.4.22
■

■

■

、▼
〔通矢田

精算払

R4.4.11 ・

精算
請求

■

: R4.42
■

▼
〔支払〕

11

請求
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4補助金交付手続きと審査実績
4-1

令和2年度補正予算

金六、手 フロー

国

.少
■

■

交付

決定

:R3329

R3.3.231

■

機構

▼

〔通知〕

実施

交付

申請

(審)

交付
決定

'R3329

R3.4.6:
〔報告〕

実施

R3.3.18:
▼

〔支払〕

■

事業者
(JR西日本)

■

年度終了

交付

申請

■

、▼
〔通知〕

R3.4.20:
〔報告〕

年度終了

報告

R3330・

〔報告〕

実施
状況

報告

12

■

R3.4.15:

〔報告〕

年度終了
報告

額の確定
通知

: R4.4.1 1

鉄道運輸機構

R4.4.5:
〔報告〕

完了実績

報告

(審査)
'

■

■

▼

〔通知〕

額の確定
通知

R4.4.1 1

■

●■西■

R4329:
〔報告〕

完了実績

報告

精算払

現地審査
R4.2.フ

R4.4.1 1:

精算

.

: R4.4.22
亜

■

、▼
〔通知〕

精算払

R4.4.11 ・

精算
請求

■

: R4.4.27
冒

■

請求

■
■
■
■
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4補助金交付手続きと審査実績
4-1

JRTT ^山^^^,T

巨'

膨閏 1

助金の名称

祷助

〒

交付申1

交付決定

考の名称

^T^^

*補助金の交付決定に係る審査チェックシート*

が確保されている

:額は予の範囲内である

令又は取扱要領に定める補助事業の範囲に適合している

令又は取扱要領に定める補助事業者たる格要件に適合している

令又は取板要領に定める補助金額の定基準に適合している

助事業の計画が助目的に適合している

助事業の6十画が適正である

農宜^

円

円

13

助事柔の金額の定に誤りがない

助業に必要な許認可等の手続が執られている

査チェック対象

(番号はチェックシートの項目番号)

蔓」

年度

申言青書、

審査

第1号、第2号

第2号

第1号

第1号、第2号

第2号

第2号

第2号

必要な許認可等の手続きを確認了日:令和

鉄道運輸機構

審査員

年

審査員

月 日

第4条第1項

第4条、第5条

第3条

第4条1項

第4条、第5条

第2条、第3条

第5条第1項

取扱要領

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

六
・

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

額
額

ロ
ロ

②
③
④
⑤
⑥
⑦

完

⑧
⑨



4-1 誌内六の一査

く道事
機

者

①②④⑤

機>・^、

令和2年度における鉄道駅総△,盖・.

鉄道駅総合改善事業費補助 204,000,000円

交付されるよう申請します。

交付申請書
(東海道本ホ泉西大路駅)

補助事業の目的及び内容(要旨)

西大路駅ほ1日当たりの利用者数が33,040人

バリアフリーの基本方針に掲げられた整備目標

である1日当たりの利用者数が3,000人以上の駅

であり「段差解消」を達成するためエレベーター

等の整備を行う必要がある。本年度は、こ線橋、

北口駅舎の鉄骨・仕上げ、出改札機新設、エレ

ベーター3基新設、多機能トイレ新設、2段手摺

新設、音声音響案内装置新設、券売機蹴込改良

旅客上家新設、ホーム増床等を実施する。

績
鉄道局予算配分概要より

Ⅳ.令和2年度鉄道局関係予算配分概要

線 名 等

鉄道運輸機構

事費
(百万円)

防費・誠嵐

田土強靭化の

の緊急對

▲
E

■
■
■

る
を

目
冒
■
■



4補助金交付手続きと審査実績
4-1

口 2園、

令和2年度当初予算

き主内六の

15

式

1 補助事業の目的及び内容(要旨)
西大路駅は1日当たりの利用者数が33,040人とバリアフリーの基

本方針に掲げられた整備目標である1日当たりの利用者数が3,000
人以上の駅であり「段差解消」を達成するためエレベーター等の整備

を行う必要がある。本年度は、こ線橋、北口駅舎の鉄骨・仕上げ、出

改札機新設、エレベーター3基新設、多機能トイレ新設、2段手摺新

設、音声音響案内装置新設、券売機蹴込改良、旅客上家新設、ホー
ム増床等を実施する。

令和2年度補助事業実施計画書
(東海道本線:西大路駅)

②③⑤⑥⑦⑧

2 補助対象経費の内訳

費目

土木費

線路設備費

電路設備費

停車場設備費

駅附帯設備費

附帯工事費

用地費

合計

金額

612,000,000

75,585,000

0

鉄道運輸機構

備考

151,040,000

385,375,000

612,000,000

一
=

0
 
0
 
0

本
工
事
費



4補助金交付手続きと審査実績
4-2

井聿ロ、 ニ=
工、

令和2年度当初予算

鉄道事業者→機構>
機構理事長殿

r'n

16

日

^令和2年度における鉄道駅総△
鉄道駅総合改善事業費補助金204,000,000円

交付されるよう申請します。

5

交付申請書
(東海道本§泉西大路駅)

西日本旅客鉄道株式会社

代表取締役社長印

事業者から交付申請の

あった金額を国へ申請

令和2年3月30日

補助事業の目的及び内容(要旨) 補助事業の目的及び内容(要旨)
西大路駅ほ1日当たりの利用者数が33,040人と 西大路駅ほ1日当たりの利用者数が33,040人と

バリアフリーの基本方針に掲げられた整備目標 バリアフリーの基本方針に掲げられた整備目標
である1日当たりの利用者数が3,000人以上の駅 である1日当たりの利用者数が3,000人以上の駅
であり「段差解消」を達成するためエレベーター であり「段差解消」を達成するためエレベーター
等の整備を行う必要がある。本年度は、こ線橋、 等の整備を行う必要がある。本年度は、こ線橋、
北口駅舎の鉄骨・仕上げ、出改札機新設、エレ 北口駅舎の鉄骨・仕上げ、出改札機新設、エレ
ベーター3基新設、多機能トイレ新設、2段手摺 ベーター3基新設、多機能トイレ新設、2段手摺
新設、音声音響案内装置新設、券売機蹴込改良、 新設、音声音響案内装置新設、券売機蹴込改良、
旅客上家新設、ホーム増床等を実施する。 r^1

るホーム1苗广{上{ 言

注)令和2年補正予算の交付申請についても同様に申請。

6

<機構→国>
国土交通大臣殿

言主フ、

交付申請書
西日本旅客鉄道東海道本ネ泉西大路駅)

令和2年度における鉄道駅総△盖こ

鉄道駅総合改善事業費補助金 204,000,000円
交付されるよう申請します。

鉄道運輸機構

令和2年3月30日

機構理事長印

る
を

、
1
 
園

、
ー

.

.
●
=

る
を
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ロ、'知 3園

令和2年度当初予算

<玉→機>

機構理事長殿

補助金の額金 204,000,000円

17

式

交付決定通知書
(西日本旅客鉄道東海道本ネ泉西大路駅)

申請のあった補助については、下記のとおり交

付することを決定したので、通知する。

5

令和2年4月8日

6

国土交通大臣印

<機→鉄業者>

西日本旅客鉄道株式会社

代表取締役社長殿

ネ助金の額金 204,000,000円

国から通知された金額を

同日付で事業者へ通知

注)令和2年度正予算の交付決定についても同様に通知。

交付決定通知書
(東海道本ネ泉西大路駅)

申請のあった補助については、下記のとおり交

付することを決定したので、通知する。

鉄道運輸機構

令和2年4月8日

機構理事長印
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1

,
^

告聿 上証了7園
、、

口 工^

補助事業実施状況報告書は、補助事業が完了しないと見込まれる時に、補助金取扱
要領第9条の規定により事業者から機構へ提出されるもの。

令和2年度当初予算
令和3年4月6日令和3年3月22日

<機構→国><鉄道事業者→機構>

国土交通大臣殿機構理事長殿

補助事業実施状況報告書
(西日本旅客鉄道東海道本ホ泉西大路駅)

18

交付要綱の規定に基づき通知があった補助事

業の実施状況について、補助金適正化法第12

条の規定により別紙のとおり報告します。

西日本旅客鉄道株式会社

代表取締役社長印

別紙の実施状況表
等の進捗状況を確

認し国へ報告

取扱要領の規定に基づき通知があった補助事
業の実施状況について、取扱要領第9条第2項

の規定により別紙のとおり報告します。

補助事業実施状況報告書
(東海道本ホ泉西大路駅)

注)令和2年度補正予算の実施状況報告についても同様に報告。

機構理事長印

鉄道運輸機構

r
,
.
ー

牛

ト
▲

ド
▲i
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0

、、

゛
^

7園一3

区分

本工事費

土木費

線路設備費

電路設備費

停車場設備費

駅附帯設備費

附帯工事費

用地費

合計

工

令和2年度補助事業実施吠況表
(東海道本ネ泉西大路駅)

計画額

612,000,000

75,585,000

0

151,040,000

385,375,000

0

0

3月末までの

実績見込額

鉄道運輸機構

19

612,000,000

0

備考

(単位:円)

工事実施にあたり、dR東
海の高架橋に近接してい
ることから、杭工法に対し

てdR東海と協議を行った
ところ、高架橋に影響の
少ない工法とするよう要

請があり、工事完了見込

みが当初計画より約9ケ

月後ろ倒しとなり、こ線橋
工事の年度内しゅん功が
困難となったもの。

0

、
、
゛

、

、
ロ

4

0
0
0
0
0
0
0
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補助事業年度終了実績報告書は、年度内に完了しない時に、補助金取扱要領第10
条の規定により、翌年度の4月20日までに事業者から機構へ提出されるもの。

令和2年度当初予算 令和3年4月20日令和3年4月15日

<機構→国><鉄道事業者→機構>
国土交通大臣殿機構理事長殿

告聿

補助金年度終了実績報告書
(東海道本f泉西大路駅)

取扱要領第6条の規定に基づき通知があった
補助事業の年度終了実績について、取扱要領第

10条ただし書きの規定により別紙のとおり報告

します。

西日本旅客鉄道株式会社

代表取締役社長印

別紙の年度終了実
績表等の進捗状況

を確認し国へ報告

注)令和2年度補正予算の年度終了実績報告についても同様に報告。

了,、,牛

鉄道運輸機構

補助金年度終了実績報告書
西日本旅客鉄道東海道本ホ泉西大路駅

il"了▲

交付要綱第6条の規定に基づき通知があった
補助事業の年度終了実績について、補助金適正

化法第14条後段の規定により別紙のとおり報告

します。

機構理事長印

20

工二

一
■

▲
Ⅱリ

C
山

、
▲

三
▲

武

口

1

一
■
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口 金

了

、了

^

告書(

区分

9園

本工事費

土木費

線路設備費

電路設備費

停車場設備費

駅附帯設備費

附帯工事費

用地費

合計

令和2年度補助事業年度終了実績表
(東海道本ホ泉西大路駅)

式 11 )

計画額

612,000,000

75,585,000

0

151,040,000

385,375,000

0

0

0

実績額

鉄道運輸機構

21

612,000,000

(単位:円)

備考

工事実施にあたり、dR東
海の高架橋に近接してい
ることから、杭工法に対し
てdR東海と協議を行った
ところ、高架橋に影響の
少ない工法とするよう要

請があり、工事完了見込
みが当初計画より約9ケ

月後ろ伊1しとなり、こ線橋
工事の年度内しゅん功が
困難となったもの。

0

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
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4・

口命

C・ 金"査

,金匪査~浩の共{までの、'れ

令和4年3月29日

令和4年4月11日
22

補助金審査

重点審査項目の設定

審査日の調整

審査員の通知

<令和3年度実績>

完了実績報告

客頁の確定

鉄道運輸機構

令和3年11月10日

令和4年2月7日会
一

一
=
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口

助金

金査'、゜

【行程】

日月日 所

東京駅

京都駅

JR西日本京都支
社会議室

京都駅

時刻

9:30

11:44

13:00

13:10

15:50

16:00

16:01

16:04

17:01

17:21

17:27

17:42

17:47

18:07

18:10

18:20

昼食

書類審査
鉄道駅総合改善事業:西大路駅

西大路駅

高槻駅

考

大阪駅

現場調査
※書類審査が終わり次第

乗換え

天王寺駅

英海這新轟縫の子み21号・博多行

鉄道運輸機構

《宿泊先》

乗換え

従歩n0分ノ

大阪市泊

従歩n0分ノ

J尺京都級・西明石庁

J尺京都忽・西明石行

J尺凌都線新使還・播州永痔行

ズ阪環材忽内回り・西九条万

従歩ク0万ソ

23

2
月
7
日
月 )

需

(
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口書類審査

●事業内容(契約、工事等)が補助目的に沿ったものであるか。

類等の査●補助事業の行上、必要なものであるか。
のボイント ●補助事業としての手続きの正確性、合規性。

●補助事業内容の経済性、効率性、有効性。

》審査員は必要最小限の人数(3名)とし、審査にあたって、審査員・説明者全員が手指消毒・
マスク着用を徹底して実施した。

》書類等の閲覧時間と質疑応答の時間を分離し、質疑応答以外の時間については、説明者には
審査会場とは別の部屋で待機していただく体制で実施した。

》モバイルバソコンを持参し、質疑応答内容を都度審査調書に入力するなどの活用を図った。

》審査対象となる契約13件について、契約関係書類(仕様書・発注図面・積算書・契約書等)、着手
届・施工計画書、竣工届・竣工検査調書、請求書・支払伝票等により書^査を行った。

鉄道運輸機構

類等の閲覧及び質疑応答、モバイルパソコンへ質疑応答内容を入力している様子 24
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の口

①工事内容の確認

②契約方法

③契約内容

口査',

チエ゛
■

至、 .

④工事施工に関する確認

⑤工事完了に関する確認

⑥発生品の処理に関する確認

備

式

契約件名
契約の相手方

12

予定価格
下段(渦費巍込類)

のの命

契約方式

契約イ牛名
(契約の相手方)

^

契約内容

ι●゛,^ー.^^゛ー..、"

窒更後

^^^

2

(2)契糸勺方式

完了予定
年月日
窒更慢

工事費計

控除収入計

補助対象建設費計

合計

聿・

予定イ西格
下段:(消費税込額)

日

総

契約金額
下段消費税込額

'
^

うち補助対象外
下段凋費税込額)

⑦委託工事の確認

⑧直営工事に関する確認

⑨支払に関する確認

考

検収年月日

^、'

契糸勺内容

③
契約年月日

(変更後)

鉄道運輸機構

支キム年月日
(見込)

支払年月日
見込

④⑤

支払状j兄

支払状況

支払区分

完了予定

年月日
(変更後)

支キム(見込)額
下段:(消費税込額)

支払(見込)額
下殿蠣費税込額)

契糸勺金額
下f登.(消費手兇込額)

③

うち補助対象外
下段{消費税込額

うちネ甫助対叡外
下段:(j肖費税込額)

決
下段

補助対象経費

(見込)額
塙費税込級)

⑤⑨
決算(見込)額
下段.(消費税込額)

うちネ甫助対象外
下段:(消費税込額)

【様式3】

ネ甫助対数経費

費目

④⑤
検4又年月日

⑥

雲
写

審
査
番
号

月年契

支
給
品
有

積
算
方
式

支
給
品
有
無

算
方
式

支
払
区
分

皿
一
邑
一
目
邑

皿
一
冒
一
皿
冒
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口現場調査

現調査の
ボイント

●補助目的が達せられているか

●設計図害、仕様書のとおりに完成しているか

》施工内訳、施工幅員

》造物の寸法、仕上等

●移動等円滑化整備ガイドラインの他、適用される基準等に準じた施工力なさ
れているか

鉄道運輸機構

現場調査の様子 26
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口査

重点査項目関係

》仕書等の久件と[ホ主
夬,勺関係白類や図面等により、指定した条件が適切であることと、指定した条件と実

績に乘離がないことを確認した。

》重基S適合
央,、、関系白類や図面、現地調査等により、移動等円滑化整備ガイドラインの他、適

用される基準等に準じた施工がなされていることを確認した。

》現地査後に進,した工にハる施工、支ム
日以1ヰに発る夬,、、、L行る工について、適宜根拠資料を求め進捗

吠況の確認を徹底する。

金

》キ酎工
0今イ竣工したものについては、警備員などの実績や調査設計・地質調査の成果品など

の証拠書類を提出するよう要求。

》審金生瀞、力適こ遂'、され、ることを確.。査定に侑する実け、かた。

講評

鉄道運輸機構
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口

金二 甘

査チェ゛シート

詮当の宥慨舸静m

JRTT .,閥冊"一山"画一伽一ー、^ー,
*袖 建に係る

鮭逓駅尋令改吾事亀費補助

ユ鳳^円

^.^^円

^^^円

該当の 判糖口

待助金の晶弊

交付決定額補助封象軽

晋額

硬定助金

方公共体の位鴨賞助

助が母されてL喝・地力公共仙休の

(慎桐助砧保n

弭辱の審纛

Φ工亭内容m硫弥

・工軍内宴が助亭塞に合している

1契約這

・美胡革餌が遍正に行われτいる

園章星約の理由力峡ヨで島る

a冥約内容

適圧な契駒書写が盛えられている

冥約金Ⅱの基ιなる犠耳力癌が畜物で島る

る^

ι』づき連圧な金獄が宝益われ

工亭"写の賢更こ伴う興約費臭手柱が甑られて、、る

魯工亭こ畑寸る確琵

督理が遜正に朽わ丸ている

宝鮎晶の督珪が豆=行われている

き工亭完Tに前サる確証

しゅん吻確弥が週圧に行1ゞ10、る

工亭が遍ミに完TLている

個究生の処理宅関する破認

究生晶の処珪が遜貫毛行われτいる

⑦兵託工奉の確館

檎動告砧^日:令和 4年4"11B

税地賓箆B.令和 4年2月7日~ 2罰 90

チェックシ】ト*

畢屑の右葬

愚隷

.ーー

@輸入設劃の完T

●言工翠ミ関する確似

R2年度

西B本俵客註道縁X 遡迦本典西大昌駅

圃叉払1こ血,る瞳偲

生払卓件 1こ碁づキ寿圧幸金抑が宝払わ札ている
ι2〕褒謂

偲書,仕棒寄写のしお」こ完旋し4、る

査・殴計

41)

Φ請杢^

●契約方江

^払{

払
ι皇)

亭珊痢均の敗

11

認

づ垂

●契

@引壁乢^

挫の

nが窒払わ無て、喝

^,=断す

・叉払
住)

員

^

員

TI^

鞭当の

鈎当の胸羽口

ι1)

Φ抽

糊拶

等●

^払に航'
宝

^

糖■@襲紙

^払1^す

・寓払

の緯

'ω場査

亭項械尋具・殴

れ客顔

卸

わ令て、゛

鉄道運輸機構

物晶.材料入

ι1)啓義

全登堕望^

論当の有宥僻口

に蒼づ6

的方佳

て、帰

●臭

※審査結果の詳細について

は次ページ以降参照

払お皐てし、る

■変

宝払

住)

奉項店正痢矛亭項の有駕

r 典」

蛙当Φ

28

有慨

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

謝
一

ロ
ロ
ロ

コ
ロ

ロ
コ

コ
コ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
割
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口査チェックシート
事項工事

(1)類等の審査

①工事内容の確認

・工事内容が補助事業に適合している

②契約方法

・契約手続が適正に行われている

・随意契約の理由が妥当である

③契約内容

・適正な契約書等が整えられている

・契約金額の基となる積算方法が適切である

・工事内容の変更に伴う契約変更手続が執られている

④工事施工に関する確認

・施工管理が適正に行われている

・支給品の管理が適正に行われている

⑤工事完了に関する確認

・しゅん功確認が適正に行われている

・工事が適正に完了している

⑥発生の処理に関する確認

・発生品の処理が適正に行われている

⑦委託工事の確認

・委託工事の内容が補助事業に適合している

・適正な協定書等が整えられている

・委託工事が適正に履行されている

⑧支払に関する確認

・支払条件等に基づき適正な金額が支払われている
(2)現場調査

・設計図書、仕様書等のとおりに完成している

該当の有無 有 1 無

向

事項調査・設計・測量

(1)書類等の審査

①調査内容の確認

・調査等の内容が補助事業に適合している

②契約方法

・契約手続が適正に行われている

・随意契約の理由が妥当である

③契約内容

・適正な契約書等が整えられている

・契約金額の基となる積算方法が適切である

・調査等の内容の変更に伴う契約変更手続が執られている

④調査等の完了に関する確認

・履行確認が適正に行われている

・調査等が適正に履行されている

⑤委託調査等の確認

・委託調査等の内容が補助事業に適合している

・適正な協定書等が整えられている

・委託調査等が適正に履行されている

⑥支払に関する確認

・支払条件等に基づき適正な金額が支払われている

⑦成果物の確認

・設計図書、仕様書等のとおり1こ完了している

(2)現場調査

・設計図書、仕様書等のとおり1こ完了している

該当なし

鉄道運輸機構

該当の有無

回

有

向

無

口

口

口

口
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4補助金交付手続きと審査実績
4-5

口

金

査チェッ

査

事項機械器具設備

(1)書類等の審査

①設備等の確認

・設備等の内容が補助事業に適合している

②契約方法

喫約手続が適正に行われている

・随意契約の理由が妥当である
③契約内容

・適正な契約書等が整えられている

・契約金額の基となる積算方法が適切である

・設備等の内容の変更に伴う契約変更手続が執られている

④納入(設置の完了に関する確認

・履行確認が適正に行われている

・設備等の納入(設置)が適正に履行されている

⑤支払に関する確認

・支払条件等に基づき適正な金額が支払われている

(2)現場調査

・仕様書等のとおり1こ納入信斐置)されている

該当の有無有

該当なし
鉦
J"、

口

事項用地の取得等

(1)書類等の審査

①取得内容の確認

・土地等の取得又は使用の内容が補助事業に適合している

②取得価格の確認

・適正な方法により取得価格が決定されている

③契約内容

・適正な契約書等が整えられている

④引渡し等の確認

・土地の引渡しが適正に行われている

・権利取得等が適正に行われている

5支払に関する確認

・支払条件等に基づき適正な金額が支払われている

鉄道運輸機構

口

(2)現場調査

・補助事業の用に供すことが可能となっている

・補助事業に適合して使用されている

匪

該当の有無 有

口

口

口

口

30

無

ロ
ロ

ロ
ロ

ト、
ソ

ロ
ロ

ロ
ロ
ロ

ロ
ロ



4補助金交付手続きと査実績
4-5

口

金

査チェックシート

事項建物移転等の補償

(1)書類等の審査

①補償内容の確認

・補償が補助事業に起因している

②補償金額の確認

・適正な方法により補償金額が算定されている

③契約内容

・適正な契約書等が整えられている

④移転等の確認

・補償対象建物等の移転が適正に行われている

⑤支払に関する確認

・支払条件等に基づき適正な金額が支払われている

(2)現場調査

輔償対象となった建物等の撤去が完了している

該当の有無

該当なし

有 1 無

口

口

事項物品・材料購入等

(1)書類等の審査

①物品等の確認

・物品等の取得目的、仕様、数量等が補助事業に適合している

②契約方法

・契約手続が適正に行われている

・随意契約の理由が妥当である

3契約内容

・適正な契約書等が整えられている

・契約の基となる金額の算定が適切である

④納入の確認

・納入の確認が適正に行われている

⑤支払に関する確認

・支払条件等に基づき適正な金額が支払われている

(2)現場調査

・仕様、数量等が適正である

事項修正指示事項の有無

「摘要」

口

口

口

口

鉄道運輸機構

該当の有無 有 1 無

口

口

口

口

有 1無
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4補助金交付手続きと審査実績
4-6 '了 ^

式西ロ'了 、三
^

補助事業完了実績報告書は、事業が完了した時に、補助金取扱要領第10条の規定
により、完了した日から20日を経過した日又は翌年度の4月5日のいずれか早い日ま
でに事業者から機構へ提出されるもの。

令和2年度当初予算
令和4年3月29日

<機構→国><鉄道事業者→機構>
国土交通大臣殿機構理事長殿

補助事業完了実績報告書
(西日本旅客鉄道東海道本ホ泉西大路駅)

交付要綱第6条の規定に基づき通知があった
補助事業の完了実績について、補助金適正化法

第14条前段の規定により別紙のとおり報告しま
す。

別紙の完了実績表

補助事業完了実績報告書 や審査後の証拠書

(東海道本§泉西大路駅) 類等を確認した上

で国へ報告

取扱要領第6条の規定に基づき通知があった
補助事業の完了実績について、取扱要領第10
条本文の規定により別紙のとおり報告します。

令和4年4月5日

西日本旅客鉄道株式会社

代表取締役社長印

機構理事長印

注)令和2年度補正予算の完了実績報告についても同様に報告。 32
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4補助金交付手続きと査実績
4-6

口

'了

金'了

^

区分

本工事費

土木費

線路設備費

電路設備費

停車場設備費

駅附帯設備費

附帯工事費

用地費

合計

8園式 11 ) 1,i'、',

令和2年度補助事業完了実績表
(東海道本ゑ泉西大路駅)

計画額との
実績額

差額
計画額

612,000,000

75,585,000

151,040,000

385,375,000

612,000,000

91,283,474

0

129,990,333

390,726,193

0

0

15,698,474

0

鉄道運輸機構

612,000,000

0

精算補助金額

0

204,000,000

30,428,000

21,049,667

0

0

5351 193

0

(単位:円)

備考

612,000,000

0

43,330,000

130,242,000

地中障害物の対
応に伴う増

0

0

0

契約差金による
減

杭工法の変更に
伴う増

0

0

0

0

204,000,000

0

33
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4補助金交付手続きと審査実績
4-フ

11口釜のβ

令和2年度当初予算

<国→機>

機構理事長殿

の
r、"

r.n

額の確定通知書
(西日本旅客鉄道東海道本ホ泉西大路駅)

完了実績報告のあった補助事業の実施につい
ては、これを認定し、補助金の額を下記のとおり
確定したので通知する。

令和4年4月11日

国土交通大臣印

国から通知された金額を

同日付で事業者へ通知

確定補助金額

<機構→鉄道業者>

西日本旅客鉄道株式会社

代表取締役社長殿

》)令和2年度補正予算の額の確定通知についても同様に通知。

204,000,000円

鉄道運輸機構

額の確定通知書
(東海道本ホ泉西大路駅)

完了実績報告のあった補助事業の実施につい
ては、これを認定し、補助金の額を下記のとおり

確定したので通知する。

令和4年4月11日

機構理事長印

確定補助金額 204,000,000円

34



4補助金交付手続きと査実績
靖求・ム4・

口請求書(簡略版)

令和2年度当初予算

<道事業者→機構>

機構理事長殿

西日本旅客鉄道株式会社

代表取締役社長印

補助金の請求について
(東海道本ネ泉西大路駅)

額の確定通知を受けた補助金について、下記のと

おり請求します。

令和4年4月11日

1 金額 204,000,000円

確定通知額 204,000,000円

受領済額 0円

差引未受領額 204,000,000円

2 振込先(略)

注)令和2年度補正予算についても同様に請求。

<機構→国>

国土交通省

大臣官房会計課長殿

・己

35

機構理事長印

補助金の請求について
(西日本旅客鉄道東海道本ホ泉西大路駅)

額の確定通知を受けた補助金について、下記のと
おり請求します。

令和4年4月11日

0円

鉄道運輸機構

1 金額 204,000,000円

確定通知額 204,000,000円

受領済額

差引未受領額 204,000,000円

2 振込先(略)

・己

令
和
4
年
4
月
刀
日
機
構
↓
事
へ
支
払

令
和
4
 
4
月
訟
日
国
↓
機
入



鉄道運輸機構
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